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。R6s％勉6

　　　　The　purpose　of　this　paper　is　to　evaluate　quantitatively，　as　well　as　qualitatively，　the　si－

gnificance　of　Japanese　scientific　journals　published　in　the’Western　languages　（hereafter　called

“Japanese　journals”），　to　develop　the　evaluation　method　of　journals，　and　to　compare　the　output

of　the　Japanese　scientific　research　with　the　international　ones　using　the　number　of　citations．

　　　　A　total　of　270　“Japanese　journals”　in　the　fields　of　natural，　medical，　and　agricultural　sciences，

are　chosen　out　of　Direcloryげノ砂απ6s6　Soづθ献血。　Periodicαls　1974　compiled　by　the　National

Diet　Library．　They　are　6．790　of　all　Japanese　periodicals　and　occupy　14．790　of　scientific　periodi－

cals　which　include　original　articles．　As　the　criteria　for　the　significance　of　scientific　journals，

the　author　applies　the　following　4　mesurements；　“impact　factor，”　“immediacy　index，”　“the

number　of　articles，”　and　‘’holdings　in　major　libraries．”　Journal　citation　data　are　provided　from

the　lnstitute　for　Scientific　lnformation，　Joumal　Citation　RePort　7975　（JCR）．

　　　　Of　the　total　of　270“Japanese　journals，”40　are　listed　in／CR．　They　are　examined　by　the

above　4　criteria．　As　the　result　of　examinations，　the　following　7　“Japanese　journals”　are

evaluated　as　most　signi丘cant；10uγnal　of　the．Physicαl　Society（ゾノ砂α％，・Progre∬of　Theoretical

Physics，　Bulletin　of　lhe　Chemical　Sociely　of　laPan，　Jaurnal’　of　Biochemistry，　Chemical　and　Pha－

rmaceutical　Bulletin，　Joumal　of　Antibiotics，　Agricultural　and　Biological　Chemistry．

　　　In　comparison　With　significant　foreign　scientific　journals　in．the　fields　of　mathematics，　phy－

sics，　chemistry，　agriculture，　medicine　and　cancer　research，　it　is　found　from　the　J－graph　analysis

that　the　rank　of　“Japanese　journals”　in　the　fields　of　physics，　chemistry，　and　agriculture　are

relatively　high，　but　that　the　rank　of　“Japanese　journals”　in　the　medical　field　is　low．
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1．はじめに

　科学の成長にともなう科学情報の量的増大について

は，de　Solla　Priceを嗜矢として，すでに多くめ論及が

ある。たしかに，科学情報の量は指数的増加傾向を示し

ており，大量の情報を処理するための情報システムが整

備されてきた。しかしながら，科学研究における場合と

同様に，科学情報においてもll量的側面と同時に，質的

な側面を考慮する必要があろう。

　1975年に刊行された「我が国の学術」いわゆる「学術

白書」の第5節の中に，　「研究水準についての一考察ゴ

と題する二項目が設けられ，わが国の研究水準の評価，

すなわち，質的側面に言及している。1）また，同じく文

部省は学術審議会に学術研究体制特別委員会を設置し，

研究体制のあり方，研究評価等について討議を行なって

いる。これらは，研究の質的評価に対する関心の高まり

の反映であるが，科学研究の評価と科学情報の評価とは

不可分の関係にある。研究水準の客観的な評価基準の設

定は極めて困難であるため，研究のアヴトプットである

学術論文等を指標として用いることが行なわれている。

　一方，科学情報の主要な媒体である学術雑誌について

ば，主として選択と廃棄の基準を得るために，利用調査

・引用調査などによる評価が行なわれてきた。そして，

Bradford’s　Law　of　Scatterin9をはじめとする科学情

報の極めて興味深い特質が明らかになるとともに，各分

野の主要雑誌リストが作られて，実用に供されている。

　本稿は，学術雑誌の質的評価を試みるが，必ずしも，．r

雑誌選択基準の設定等を直接の目的とはしていない。む

しろ，先に述べた科学研究水準を明らかにするためのひ

とつの試みとして，評価基準を設定し，その操作を行な

っている。具体的には，学術雑誌の評価の第一の指標と

して引用頻度を用いた。すなわち，引用頻度の高い学術

雑誌は，質的に高い内容を持つと仮定した。そして，こ

の指標をもとに，指標自体から導びかれる尺度と，学術

雑誌の特性を示す諸要素を比較し，相関を示すものをも

とに，評価基準を設定した。さちにこの基準にもとつい
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て，学術雑誌相互の比較を行ない，研究水準の間接的な

比較を試みた。もっとも，引用頻度が純粋に質的な内容

を反映しているか否かについては，論議があろう。この

問題は，学術論文の参照がどのように発展し，科学の研

究方法とどのような関わりを持つかを検討し，論文の質

とは何かを明確にしなければ，実質的な解答を得られな

いと考えられるので，ここでは，ひとつの仮定として提

示するにとどめた。

　また，学術雑誌としては，わが国で発行される欧文誌

を中心にとりあげた。欧文誌を評価対象としてとりあげ

たのは，多くの分野で，質の高い論文が欧文誌に発表さ

れる傾向がみられるためである。たとえば，日本化学会

は，論文誌を2誌（「日本化学会誌」とBull　Chem　Soc

Jpm）を刊行しているが，欧文誌の方が，はるかに投稿

件数が多く，また，欧文の速報誌Chem　Lettへの投稿

は増加している。2）日本生理学会も，邦文誌「日本生理

学会誌」と欧文誌JPn　」　Physiolを刊行しているが，第

一線の研究者は欧文誌に投稿し，邦文誌は学位論文発表

媒体となっていると指摘されている。3）他の分野でも，

こうした傾向がみられる。研究成果の国際的な評価を得

るためには，欧米の主要誌か，わが国の欧文誌に投稿す

るという慣習ができあがっている。第1，2表は，

Chemical・4bstracts誌に収録された論文の発行国と言語

の割合の推移を示している。4）ここで明らかなように，

1960年以来，わが国の発行国としての論文数の比率は，

ほぼ一定であるが，日本語の比率は，1961年の6．3％か

ら，1975年には3．0％と半減している。一方，英語使用

第2表Chemica1　Abstractsに収録された抄録
　　　　の言語別構成比の年次変化6）

言　語　別

丁　　　　語

ロ　シア語

ドイ　ツ語

フランス三

日　本　語
ポーランド語

イタリア語
そ　　の　他

1961

43．　3　90

18．　4

12．3

5．　2

6．　3

1．　9

2．　4

10．2

1965

52．　0

20．　0

9．　8

5．　1

4．　0

1．　9

1．　9

5．　3

1970

56．　4　90

22．　6

6．　6

4．　0

3．　4

L1
1．　4

4．　5

1975

59．　7　90

23．　3

4．　8

3．　0

3．　O

L2
0．　7

4．　3

第1表　Chemical　Abstractsに収録された抄録

　　　　の国別構成比の年次変化5）

国　　別

記　　　　国

ソ　　　　連

日　　　　本

東西ドイツ
英　　　　国

フ　ラ　ン　ス

イ　　ン　　ド

カ　　ナ　　ダ

イ　タ　リ　ア

ポーランド
チ　　ェ　　コ

そ　　の　他

1960

27．　1　90

19．1

7．　8

7．　8

7．　7

5．　0

2．　2

L9
3．　2

2．　0

16．　2

1965匿

28．　5　90

20．　7

7．　3

8．　5

6．　7

4．　5

2．　2

2．　0

2．　7

2．　9

1．　6

12．　4

1970

27．　4　90

23．　6

7．　2

6．　5

6．　2

4．　1

2．　7

2．　4

2．　7

1．　8

2．　0

13．　4

1975

25．　8　90

24．　6

7．　3

6．　8

6．　4

4．　1

2．　7

2．　7

2．　1

2．　1

1．　6

13．8

国の論文数の比率は減少しているにもかかわらず，英語

論文の割合は増加し，60％に達しようとしている。この

結果，わが国においては日本語での発表が相対的に減

少，あるいは，収録されにくくなりつつある反面，欧文，

特に英語で書かれた論文は増加していると指摘しうる。

さらに，国際的な共通言語として，英語が他の言語を圧

倒しつつあると言えよう。

　川村信一郎は，論文はまず日本語で書くべきであり，

国際的な流通を求めるならば，エスペラントを用いるべ

きであると主張している。7）しかし，はじめに日本語で

発表した論文と全く同じ内容を欧文で発表することはで

きない。したがって，研究者は，国際的に先取権を主張

するという実際的な要求に従って，欧文で発表している

わけである。多くの外国の研究者に読まれることを期待

しているのであるから，現在の時点で少数の読者しか望

めないエスペラントを用いる動機もないと言えよう。日

本語の使用，エスペラントの共通言語化には，それぞれ

妥当な理由があるが，研究者の研究発表についての現実

的な意思には抗し難iいと考えられる。

　以上の理由で，より質の高い論文が掲載されていると

推測される欧文誌をとりあげた。

なお，本稿では．欧文雑誌名は，二次資料を除いて，略

誌名で表示してある。

　　　　　II．既存の研究・調査の概要

　A．一国の学術雑誌の評価・調査

　個々の分野では，種々の方法を用いて専門誌の評価が

行なわれているが，ひとつの国の科学技術雑誌全体を調

査・分析した例はそれほど多くはない。まず，わが国で

行なわれた調査では寺村由比子の行なった，「科学技術

関係逐次刊行物目録1967」（以下，「逐刊物目録」と略）
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の4，929誌を分析した例8）が包括的である。分類，刊行

機関，言語，雑誌の性格（原著雑誌，解説雑誌，ニュー

ス誌，抄録誌，データ誌など），配布方法，刊行頻度，

創刊年，雑誌名の言語別に雑誌数を集計したもので，学

術雑誌の基礎資料として有用である。特に，廃刊誌が不

明である点を別にすれば，創刊年の分布にもとつく雑誌

の増加状況を示すグラフは興味深い。分析対象の「逐刊

物目録」の1974年版が刊行され，データが古くなったの

で，新版にもとつく分析が望まれる。

　同じ「科学技術関係逐次刊行物目録」をもとにして，

1970画面，当時の英国科学技術貸出図書館のFoo－kune，

C・F・は，わが国の欧文誌，和欧併載誌，欧文抄録をふく

む雑誌を中心に検討を加えている。9）結論として，わが

国の定期刊行物は，1957年から1967年の間に，3倍に

なっており，1／10は欧文誌である，しかし，わが国の雑

誌の中で，何らかの欧文をふくむ雑誌は構成比が，年平

均2．2％減少している，などをあげている。構成比の減

少の意味は，仮に1957年に欧文誌数の全誌数に対する割

合が，16．0％で，1967年に，9．6％であるなら，年平均，

（16．O一一9．9）向10で，0．64％の減少ということである

ようだ。そして，年2．2％の減少を続けるならば，1980年

代には，欧文をふくむわが国の雑誌はほとんどゼロに近

づくために，言語の障壁は高まり，日本語の教育に力を

入れなければならないと説いている。わが国の学術雑誌

に関心を持ち，原資料の分析を行なっていることに，敬

意を払わなければならな：いが，この論文は，いくつかの

間違った前提に立ち，不可解な統計操作を行ない，飛躍

した結論を出している。分析対象の「逐刊物目録」は，

序文にもあるように，こうした年次変化の把握には不向

きである。また，欧文誌は，全体の構成比をみれば，年

々比率は小さくなっているにしても，収録している誌数

は10年間に1．8倍に増加しており，おそらく正反対の結

論が得られるのではなかろうか。さすがに，この論文に

対し，Cole　P．F．が疑問を呈している。10）

　わが国以外の例としては，英国とカナダの科学技術雑

誌の評価がある。英国の場合は，Martyn，　J．とGilchrist，

A．の2人によって行なわれ，Institute　for　Scientifc

Information（ISI）から提供をうけた，ノlournal　Citation

ln　dex（JC1）の引用頻度をもとに，1964年に刊行された，

英国の1．842誌の評価を行なっている。11）なお引用頻度

のないものは1，252誌であった。カナダの場合は，カナ

ダの環境省の科学政策局のInhaber，　H．が1975年に発表

したものである12）。この研究もJCIを用いており，　JCI

の上位1，000誌に入っている17誌の引用頻度をはじめと

する各指標による評価と，17誌の間の参照・引用関係を

示している。この論文では，各国について，人口数と乱

数を両対数グラフにとって比較しているが，米国，英国，

スイス，オランダ等の西欧諸国が上位にあり，東欧，開

発途上国が下位を占めている。わが国はイタリア，ポー

ランドとともに，中間に位置している。

　ISIのGarfield，　E．は，一連の雑誌の引用調査“Journal

Citation　Studies”の中で，フランス，ソ連に続いて，

わが国の雑誌について参照と引用の傾向を分析してい

る13）。ISIは1974年に，約40，100件の論文き処理した

が，その中でわが国の79誌に発表された論文数は10，930

で，2．7％を占めた。これらの論文の参照文献の総数

は，137，865件で総数（約523万件）の2．6％であった。

つまり世界の主要な学術雑誌に掲載される論文が，100

件の他の論文を参照しているとした場合，そのうちで

2．6件が，日本の雑誌論文である。次にわが国の雑誌が

参照している雑誌のわが国の雑誌による引用頻度順50

位までのリストを示し，総引用心添（A），わが国の雑誌

による引用頻度（B），同誌引用頻度（C）およびこれらの

各頻度間の相互関係を明らかにしている。50誌のうち，

10誌が日本の雑誌であり，上位10誌の中では1誌以外は

すべて，化学分野の雑誌である。さらに，日本の雑誌へ

の参照頻度順50位までの雑誌のリストを提示している

が，この中でわが国の雑誌は22誌であり，上位10誌のう

ち8誌を占め，日本の雑誌相互間の参照頻度が極めて高

いことを明らかにしている。なお，高い引用頻度を持つ

日本人による論文のリスト（15位まで）を示しているが，

生化学3論文，化学1論文の他はすべて物理学の論文で

あった。

　B．わが国の科学研究の水準の評価

　このカテゴリーに属するものとして，「学術白書」に

もとりあげられた森野米三，14）本田品子15）の論文と，稲

垣明代，中村桂子の調査16）とがある。

　森野論文の対象は，物理化学分野で，代表的な雑誌5

誌から各100編の論文をサンプルとし，参照文献中のわ

が国の論文数を調査した。その結果，1950年には0．4％

であったが，1970年には2．6％に増加し，後者に国外の

雑誌に発表した日本人の論文（外国人との共著を含む）を

加えると，4．4％となった。また総説誌Annual　Review

of　Physical　Chemislryを対象とした同様の調査の結果

も4．8％となり，極めて類似した傾向を示している。森

野論文の調査対象500論文のうち，日本の論文を参照し
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第3表Science　Citation　lndexをもとにした日本，

　　　　東西ドイツの参照，引用頻度数の比較18）

フランス，

項 目

誌　　　　　　　数

　　　　構　成　四

一　録　論　文　数

　　　　構　成　比

参　　照　　頻　　度

　　　　構　成　比

参照文献数（A）
上位50文献累積頻度

　　　　構　成　比

引　　用　　頻　　度

引用文献数（B）
上位50文献累積頻度

　　　　構　成　比

B　／　A

日 本

　　　　79誌

　　　　3．　2　90

　　10，930件

　　　　2．790

　137，865件

　　　　2．690

約　　9，600文献

　　47，234件

　　　　42　90

　　43，486件

　　1，576文献

　　18，702件

　　　　43　90

　　　　0．　16

フ　　ラ　　ン　　ス 東西トィツ

　　　129誌
　　　　5．　3　90

　　15，527件

　　　　3．890

　134，262件

　　　　2．690

約　　5．000文献

　　40，800件

　　　　30．　1　％

　　52，500件

　　1，747文献

　　18，087件

　　　　37．　70fo

　　　　O．　34

　　288誌

　　　9．　3　90

32，996件

　　　8．290

517，801件

　　　9．　906

　7，651文献

100，971件

　　27．　206

186，200件

　2，050文献

51，803件

　　27．　8％

　　　O．　26

総 計

　　2，443誌

　　　100．0％

　400，971件

　　　100．0％

5，244，728件

堰C｛　loO．090

ている論文数は，146件であり，これは著者の約30％が

日本の論文を少なくとも1件は参照していることを意味

しており，興味深い結果であると言えよう。

　本田論文の調査の対象は，生化学で，主要な5誌に掲

載された日本人の日本における研究発表論文を分析し

た。日本人の論文数は，総数の5．5％を占めており，米

国についで2位であったと述べている。

　稲垣，中村の論文もやはり生化学を対象とし，総説誌

Annual　Review　Of　Biochemistryの参照文献を分析し

ているが，1932年以来の経年変化と，生化学の細分類別

のデータを集計しており，方法的にすぐれている。結果

として，わが国の生化学研究は戦後めざましい発展をと

げたが，1963年以来，参照文献数の全体の4．6％に達し

てから伸びが停まっていることにみられるように，定常

状態にあると指摘している。また，最近の研究対象とし

て蛋白質，核酸の分野が申心となっているが，わが国の

研究が占める割合はかなり高いことを明らかにしてい

る。総説の筆者についても国別の分類を行なっている

が，1965～1970年の日本人の割合は5．5％で，本田の調

査と一致している。稲垣，申村は，トピックス別に，日

本と米国の学会報告数の経年変化も調査しているが，多

くのテーマにおいて，わが国の研究が米国の研究を追随

している現象が極めて明確な形で示されている。

　C．引用分析にもとつく各国の学術雑誌の評価

　Narin，　F．らは，学術雑誌の引用頻度をもとに，各国

の科学技術の生産性を比較した。17）やはり，ISIのデ

・…一・ ^ベースを使用し，1969年の1CIからデータを得て

いる。引用頻度と参照文献数に基準を設けて，分子生物

学，化学／治金学，工学，物理学／地球物理学，生物学，

数学，心理学の分野の主要な雑誌492誌を選び，米国，

英国，西ドイツ，フランス，ソ連，日本の6下国の比較

を行なっている。発表論文数は，化学分野ではソ連が1

位であるが，それ以外の分野では米国が他の国を圧倒し

ている。引用頻度／発表論文数の比は，ほぼ全ての分野

において米国と英国は1．0より大きい，●などの様々な分

析結果を示している。

　第3表は，Garfied，　E・が行なった，各国別の学術雑

誌の引用頻度を中心とした分析を要約したものである。

わが国とフランスとは，Narin，　F．らの研究でもいくつ

かの分野でよく似た傾向を示しているが，第3表でも同

じようなパターンを示している。

　D・分析対象・方法の比較

　以上の研究，調査のデータ源やその分析方法を列挙す

ると，以下のようになる。

1．　データ源

　　　ISIのデータベース

　　　雑誌目録

　　　主要専門雑誌

　　　総説二
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　　　会議録

　　　抄録誌

2．調査，分析方法

　　　雑誌目録の雑誌数の集計

　　　雑誌の創刊年の分析

　　　雑誌の引用頻度の分析

　　　雑誌の参照頻度の分析

　　　雑誌への発表論文数の集計

　　　学会発表数の集計

　　　総説の著者数の集計

引用分析にもとつく欧文誌の評価

　ひとつの論文がいくつかの方法を用いているので，頻

度を示すことができないが，こうした調査，研究を行な

う際に，ISIのデータベースを用いた引用分析が，一

般的な手法となっている。しかし他にも多くの方法が試

されており，一国の科学技術の成果を示す有効な指標の

発見を期待しうると言えよう。

　　　II：L　用語の定義と調査に用いた資料

　A・用語の定義

　本稿で用いる若干の用語について，ここでは以下のよ

うに定義する。

1．欧文誌

　　欧州および米国で用いられている言語で書かれた論

　　文のみからなる学術雑誌。

2．　和朝併載誌

　　邦文の論文と欧文の論文を併載している学術雑誌。

3．引用文献，citation，参照文献reference

　　最近，citationとreferenceを区別して用いる傾

　　向があるので，19）各々に上記のような訳語を与え，

　　de　Solla　Priceの解釈に従うことにする。　de　Solla

　　Priceは，“仮に論文Rが，論文Cに言及した脚注

　　等の書誌記述をふくんでいる時に，RはCに対する

　　参照文献を保有し，CはRからの引用文献を持って

　　いる。ある論文の参照文献数は，論文末の書誌リス

　　ト，脚注などをみれば数えられるが，その論文の引

　　用文献数は，引用索引などによって探さなければな

　　らない。20）”と述べている。

4．影響度impact　factor（第1図参照）

　　掲載論文数に対する引用頻度の割合。Garfield　E．

　　は，影響度を次のようにして算出している。21）

　　　Cny：その雑誌にn年に掲載された論文に対す

　　　　　　る，y年に発表された全論文からの引用頻

y－2年

y－2年に

発表された論文

X一@の

掲載
言文

5．

一一
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0：Aの引用文献

y－1年 y年

＼文

y－1年に

ｭ表された論文

y年に

ｭ表された論文

　B
?誌の

f載
_文

　C
?誌の

f載
_文

ノ 、 ホ

、 ’

郵 P：Bの引用文献 Q：Cの引用文献1

　　　　　　　　　　　　　o十p
注1　x誌のy年の影響度＝
　　　　　　　　　　　　　A十B

　　　　　　　　　　　　　　　　Q
注2　x誌のy年の即時性指標コ
　　　　　　　　　　　　　　　　C

注3　矢印は参照を示す。

　　　第1図　影響度，即時性指標の関連図

　　　　度

　Pn　：その雑誌のn年の掲載論文数。

とすると，y年の影響度IFyは

　　　　（C〃一ユッ＋CY－2Y）
IFy　＝＝

　　　　（Py－iy　＋　Py－2y）

とする。ISIの場合，“全論文”とはそのデータベ

ースに収録している全論文を意味している。具体的

には，A誌の1976年の影響度は，　A誌の1974年と

1975年の掲載論文数を100論文，1976年に発表され

た論文のうちこの100論文への参照が150件あったと

　　　　15画
するとπ＝1．5となる。

　影響度は雑誌の掲載論文数，引用頻度の大きさに

左右されないで，雑誌の重要度を測定できるとされ

ている。ただ，比較的論文数が少なく，早い機会に

頻繁に利用される総説誌が，大きな値になりがちで

ある。

即時性指標immediacy　index（第1図参照）

雑誌の即時性を評価するための指標で，特定の一年

間の掲載論文数に対する，それらの論文への同年中

の引用頻度の割合である。y年の即時性指標1Jyは，

　　　　　r　cyy
　　　lly＝
　　　　　　Py

で表わされる。具体的には，A誌の1976年の即時性
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　　指標は，A誌の1976年の掲載論文数を50論文，1976

　　年に発表された論文のうち，この50論文への参照が

　　　　　　　　　　　　　30
　　30件あったとすると，　　　　　　　　　　　　　　＝0．6となる。即時性指
　　　　　　　　　　　　　50

　　標は，刊行頻度の高い雑誌が有利であり，年刊，半

　　年刊の雑誌は，算出できないことが多い。

　B．調査に用いた資料

　本稿に使用した調査資料は，次の通りである。

1．　国立国会図書館参考書誌部科学技術課編。　「日本科

　学技術関係逐次刊行物目録1974」，東京，国立国会図

　書館，1975，1000p．（以下，「逐刊物目録」と省略）

　　1973年12月末現在，わが国で刊行されている科学

　技術関係逐次刊行物7，087誌の目録である。逐次刊行

　物として，定期刊行物のほかに，会議録，技術レ＊O　一

　ト，新聞，通信類紀要類，年報，年表をふくむ。収

　録範囲は，国際十進分類表の5門，6門と，7門の建

　築学等，9門の地理学等である。国際十進分類表に従

　って配列し，誌名，発行機関，創刊年，刊行頻度，平

　均ページ数，価格，使用言語，論文要旨の有無，掲載

　内容等を記載している。現在のところ，わが国の雑誌

　に関する最新の，最も包括的なダイレクトリといえ

　る。

2．　　　Science　Citation　lndex　1975　vol．　19，　ノbu7’nal

Citation　Report．　Phi！adelphia，　lnstitute　for　Scien－

lific　infoptmation，1976．　annual．（以下，　ICRと省略）

　ICRは，　Science（；itation　ln　dex（SCI）を製作する

ために，1961年以来，集積されてきた引用文献ファイ

ルを，雑誌別に集計し，プリントアウトしたものであ

る。従来は，コンピュ・一一・・タ・アウトプヅトのままで一

部に配布されていたが，1976年度からは印刷，製本さ

れてSαの一分冊として刊行されている。先に述べた

JCIは，この前身である。

　JCRの構成，内容，意義，利用法については，　Malin，

M．V．ら22）やGarfield，　E．23）が述べている。

JCRは，第2図のような方法で作成されており，次

の3セクションからなっている。

a

b

Journal　Ranking　Package

各誌名のあとに，総引用頻度，1974年からの，1972，

1973年の掲載論文の引用頻度，1972，1973年の掲

載論文数，影響度，1974年からの1974年の掲載論

文の引用頻度，1974年の掲載論文数，即時性指標

を示し，リストしたもの。

Citing　Journal　Package

雑誌毎に，その雑誌に掲載された論文が参照した

雑誌を頻度順にリストしたもの。1974年までの統

計と年別の頻度を示している。

1960年以前

1960年以前に

発表された

論文への

　引用文献

⊥961年

1961年

の収録論文

1
／

一

1962～1972年

　　I　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　　l

　　l　　　　　　　　　　　　　l

　　l　　　　　　　　　　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　l
　　邑　　　　　　　　　　　　1

　　」＿　　　＿＿＿＿J　　　　　ノア　
　　，’二！1

，　〆　　　　！　　　　　1

’　　　　　　！　　　　　　　1

！

　　　　　1
　　　　　↓
　　「囁一一一曽『一一「
　　ロ　　　　　　　　　　　　　

　　・　　　　1
　　1　　　　　　　　　　！
　　l　　　　　　　　　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　l
　　I　　　　　　　　　　　　　　l

　　｝　　　　　　　　　　　　　　l

　　L＿＿＿＿＿＿　＿＿」

1973年

1973年

の収録論文

1974年

1974年

の収録論文

i2，ii一

ttit－N一一一一　＝：」；L：i：一一．＝＝＝＝／

［lllllgl

雑誌別に集計

　　，

第2図　ノC1～（1975）売品の作成方法
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c　Cited　Journal　Package

　　雑誌毎に，その雑誌を参照した論文を含む雑誌を

　　頻度順にリストしたもの。1974年までの総計と年

　　別の頻度を示している。

SCIに収録されていない雑誌についても，引用頻度が

判明するわけであるが，JCRに掲載されているのは，

SCI収録誌が大部分である。　SCIの収録誌の国別雑誌

数を第4表に示す。

JCRの刊行によって，かつてのように膨大な努力を費

して引用調査を行なう必要が無くなった。たとえば，

最初に引用調査を行なったとされるGross　P．L．K．ら

は，」・Am　Chem　Socをもとに，参照文献を調査したが，

第5表に示すように，Citing　Journal　Packageをみ

るだけで，参照した雑誌名と引用頻度が判明する。な

お，第5表には，ノCRに収録されている化学分野の雑

引用分析にもとつく欧文誌の評価

　　　　　　　　　　　　　第4表 SCIの国別収録誌数の増加

国 別

カナダ
フラソス

ドイ　ツ

日　　本

オランダ

スイ　ス

ソ　　連

英　　国

米　　国

その他

計

1961

10

20

40

27

14

37

　9

85

278

93

631

1967

31

86

136

57

59

85

44

283

682

248

1，　711

1974

　　　　1霧

榎　　　209
　　　　36
　　　1箆

　　　igi

　　　錨

　　　329

2，　443

第5表

　　　　　　　　　　注1：SCIの各年度収録誌リストより集計した．

　　　　　　　　　　注2：1974年は，ドイツは，東西に分けて集計した．

化学分野における引用誌リストの比較

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

JAm　Chem　Socの参照誌順位

盛 名

J　Am　Chem　Scc＊

J　Chem　Phys“

J　Org　Chem“

Tetrahedron　Lett＊

J　Chem　Soc　Chem　Commun“

Inorg　Chem＊

J　Phys　Chem　Solids“

Chem　Ber＊

Angew　Chem　lnt　Edit

Tetrahedron＊

Accounts　Chem　Res

Can　J　Chem＊

J　Organomet　Chem＊

Helv　Chim　Acta＊

Chem　Phys　Lett

Chem　Rev
Ann　Chem　Just　Lieb

J　Biol　Chem“

Biochemistry“

Acta　Chem　Scand＊

Bull　Chem　Soc　Jpn＊

Mol　Phys

引用頻度

16，　076

2，　439

1，　843

1，　736

1，　515

1，　212

　864

　612

　594

　590

　587

　582

　531

　397

　388

　371

　347

　345

　327

　271

　248

　242

Journal　Citation　Reportセこよる

化学分野のJounalの順位

一 名

J　Am　Chem　Soc＊

J　Biol　Chem　Soc“

J　Chem　Phys“

Biochim　Biophys　Acta

Biochem　J

Biochemistry＊

J　Org　Chem＊

J　Phys　Chem　Solids“

Tetrahedron　Lett＊

J　Chem　Soc　Chem　Commun＊

Inorg　Chem＊

Chem　Ber“

Eur　J　Biochem＊

Can　J　Chem＊

Tetrahedron＊

Acta　Chem　Scand“

J　Organomet　Chem＊

Bull　Soc　Chim　Fr

Bull　Chem　Soc　Jpn“

Br　J　Pharm

Helv　Chim　Acta“

Biochem　Pharmacol

総引用頻度

98，　995

81，　354

62，　041

51，　491

31，　563

27，　080

20，　539

18，　086

16，　509

14，　454

14，　310

12，　629

11，　427

9，　142

8，　903

8，　803

8，　241

8，　183

7，　941

7，　656

7，　117

7，　007

注1：．1CR（1975）から作表

注2：いずれのリストからも総合誌及び廃刊誌は除いた．

注3：＊は共出誌

一一
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　誌を選び出し，引用頻度別にリストしたものを，同時

　に示してあるが，多少の順位の変動があるものの，両

　者はよく一致している。但し，ここで明らかなよう

　に，生化学などの複数の分野にまたがる雑誌，あるい

　は，Science，　Nature等の総合誌の扱いには注意が必

　要である。また，こうした比較により，従来行なわれ

　てきた引用調査で使われたSource　Journa1選択方法

　の評価を行ないうる。また，重要雑誌の選択ばかりで

　なく，引用頻度を用いて行なわれてきた，様々な調査

　に対してJCRは，豊富なデータを提供しうるであろ

　う。

　なお，わが国で，JCRを用いた最初の研究は，小花の

　論文24）と思われる。

3．　CASSI：Chemical　Abstracts　Serz’ice　Source　lndex，

　1907－1974　Cummulative．　Columbus，　Chemical　Abst－

　acts　Service，　1975，　irr．，　（ISSN　OOOI－0634）

　　3種の抄録誌（CA，　BA，　El）に収録されている雑

　　誌のダイレクトリであるが，本調査では，所蔵記録

　　のみを用いた。

VI．調査分析方法と結果

　A．わが国の欧文誌の現況

　はじめに，　「逐刊物目録」をもとに，逐次刊行物に占

める欧文誌の割合を調査した。第3図は，分野別の総誌

数，原著雑誌数，欧文呼数を比較したものである。国際

十進分類表の5門数学，自然科学に分類される雑誌と，

6門の医学，農学に分けた。総誌数は，農学，医学，自

然科学の順であるにもかかわらず，原著雑誌数は，医学

が多少多いが，ほぼ一一定であ鳴欧文誌数は，自然科学

が最も多くなっている。つまり，自然科学の雑誌の半数

以上は，原著論文をふくんでおり，また，3割は欧文誌

である。一方，農学分野では，原著雑誌は，1／3強であ

り，欧文誌は，わずかに1．5％にすぎない。これは，農

学の総誌数には，多数の年報，統計等がふくまれている

ためで，医学分野のように，欧文の紀要を刊行するとい

う慣習がないためである。このように，この3分野では，

情報メディアとしての雑誌の役割が全く異なっており，

その相違は，雑誌の収集，二次資料の編集に影響を与え

ることになろう。

　次に，国際十進分類表に従って，専門分野別の原著雑

誌，欧文誌数を調査した。第4図に示すように，自然科

学分野では原著雑誌数は，自然科学一般（主として紀要

類が含まれる）についで，生物科学，物理学，動物学，

1500

数
〃z∫齢・1

1612

／

00 一

1オ
6

欧 原 総
文 著 誌

誌 雑 数 1373

数 誌
数

1040

00 一

669
（50．9％〉

568 566
（54．6％）

o

（35．1％）

ミ芝∵
hこ，・’

・；唖・

00 一

．　｝．　，

，，，
o　　　’

，　も　　．
・●馳冒　．

171 ＝．

　鴨　　，

a｡

、

（30．1％）で二∴．
曾魎@覧

85㌃
（6．2％） 241

0

　　一 （1．5％

@レンZ乙’　’

．い・

自然科学 医学

注：（）内は総誌数に対する割合

　　　　　第3図　分野別学術雑誌数

農学

気象学の順であり，鉱物学・結晶学，人類学・遺伝学

は，総誌数も10誌に達しない。なお，総誌数に対する原

著雑誌の比率が．80％をこえるのは，生物科学（88．5％），

化学（81．1％），物理学（80．0％）などである。最も低い

のは，気象学（19．8％）であって，総誌数の中に各地の

気象台が刊行する年数や月報がふくまれているためであ

る。医学，農学については，国際十進分i類表による分類

が，必ずしも妥当ではないので，専門分野による分析は

行なえない。

　第5図は，専門分野別に原著雑誌に対する欧文誌の比

率を示したものである。自然科学分野は，医学，農学分

野よりも欧文誌の比率が高く，数学（65．8％）」地球物理

学（50．0％）は特に高い比率を示しており，これらの分
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野では原著論文を欧文で発表する慣習が確立していると

考えられる。

　なお，以上の調査はすべて，欧文のみを掲載する雑誌

について行なっているが，他に，丁丁併載誌があり，こ

れを加えると原著雑誌数に対する割合は，自然科学は

69．5％，医学は38．8％，農学は28．8％となり，自然科学

一般の原著雑誌数に対する，欧文誌，和欧併載誌の比率

は95．9％に達する。和欧併載誌数は，欧文誌数の2倍近

いが，数学，天文学・測量学・測地学，物理学，地球物

理学，気象学においては，欧文誌数が，高高併載誌数を

上まわっている。

　「逐刊物目録」には，刊行頻度が不定期のものや，不

明の雑誌がふくまれている。そこで，最新の研究論文を

掲載しうる学術雑誌を「季刊」以上の刊行頻度をもつも

のとして，この条件に合致する欧文誌を抽出し，その発

行機関，発行頻度を示した（第6表）。この“主要欧文誌”

の範囲内では医学分野が，最も雑誌数が多く（50誌），特

に医学一般が30誌を占める。その大部分は，先に述べた

ように，医科大学，医学部の季刊の紀要である。これを

除くと，学会が刊行している，いわゆる学会誌が半数以

上を占めることになる。

　物理学，化学，数学の場合，単一の学会（日本物理学

会，日本化学会，日本数学会）が多数の会員を擁し，そ

の分野の専門雑誌の刊行を調整し，代表的な欧文誌を刊

行している。従って各研究者は，わが国の欧文誌に発表

する場合には，ほぼ機械的に，代表的な学会誌（欧文誌）

に投稿すればよい。医学の場合には医学系の学会を統合

した，日本医学会が存在するが，こうした調整，あるい

は出版活動を行なっていないために，各大学が，それぞ

れに欧文の紀要を刊行するという事態が生じており，様

自然科学一般

数学

天支学他

物理学
．化学

鉱物学他

地二二物理学

一二斐土也質学：f也

海洋学他

生物科学

人類学他

植物学

動物学

気象学

医学一般
角犀音1」学：’

生理学

衛生学他

災害等防止

薬学および治療学

病理学、臨床医学

外科学、眼科学

産婦人科学

農業一般

農作物病災害と防除

穀類他

林業
園芸他

蓄産業他

昆虫等の飼育

漁業他

i　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　畳　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I

拗 ．　　　　　　　1
1

1　　　　　　　　　　原著雑誌数　　　　　　　　八

招1 ／　　　　　　　　　　　　　　　　、

п@　　1
〃　i ｝朔　　　1

易 1
1

刎　1
〃1　　1
〃　　　1

1

引 1
ヨ 1

1　l
1

吻 ＝1
1

〃 1
ヨ　1

1
1

1
1

1
1

20　40　60　80　100　120　140　160　180　200　220　240　ilLE：N　VII：”sc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

第4図　専門分野別原著雑誌数，欧文誌数。
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；；；；＝塑動物学
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塾進＿気象学
←一一ﾊ地質学他

一生物科学

←一人類学／自然科学一般

←一 _作物の病災害防除

一一 _業一般

←＿林業／園芸

←一解剖学

←一 ｶ理学
兜医学一般　病理学・

　　　　　　　臨床医学

←一�wおよび治療学

←一 O科学、眼科学／
　　　　　　産婦人科学

←一衛生学他

　　　　　　注；100％＝原著論文誌数

第5図　専門分野別原著雑誌数に対する欧文誌の比率

々な不都合を引きおこしている。

　発行頻度は，季刊が1／3を占め，月刊の欧文誌数は総

計で11誌となる。数学においては7誌の欧文誌が，全て

季刊である一方，物理学では，3誌とも月刊である。仮

に，1誌あたりの掲載論文数が同一であるとするなら，

数学7誌より物理学3誌の方が年間の掲載論文数は多く

なるわけである。実際には，物理学3誌には，年間約

1，800件以上の欧文論文が掲載されており，これは数学

誌の総計の2倍である。

各分野の月刊の原著雑誌数は，以下のようになる。

物　理　学

都　　　学

（自然科学）

医　　　三

農　　　学

月刊誌数

14誌

　5

34

133

23

原著雑誌数に　月刊欧文
対する比率　　同数

　26．9％　　　　3誌

　25．090　2
　　5．　9％　7

　19．090　3
　　4．090　1

　この比較から明らかなように，原著論文をふくむ月刊

誌の数は医学分野が圧倒的に多い。しかし，その中での

欧文誌の比率は，最も低い。一方，物理学，化学の分野

では，原著雑誌の1／4は月刊誌であり，その欧文誌率も

20％から40％と高い。こうした事実は，最新の研究報告

40

30

創
田

図
数

20

15

10

5

100

累

積
誌
数

50

18801900　’10　，20　，30　’40　’50　’60　’70

　　　　　　　　　　創刊年

　　　　第6図　主要欧文誌の創刊年の分布
　　　　　　　　　（実線は，累積誌数を示す）
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第6表　主要欧文誌の発行機関，発行頻度

分 野

自然科学一般
数　　　　　　学
天　　文　　学，　他

物　　　理　　　乳

化　　　　　　　当

地　球　物　理　学

海　　洋　　学，　他

生　　物　　科　　学

植　　　物　　　学

動　　　物　　　学

気　　　象　　　学

齢誌数

5

7

1

3

3

4

1

5

2

3

2

発　　行　　機　　関

学会大学研究所その他
1

2

2

1

4

1

5

2

2

2

3

4

1

1

1

2

1

1

発　　行　　頻　　度

月刊隔月刊季刊その他
1

3

2

1

1

1

1

1

1

3

7

1

4

1

3

1

3

1

小 計 36 22 7 6 1 7 5 24

医　　学　　一　　十

三　　　剖　　　学

生　　　理　　　学

衛　　生　　学，　麦

畑　害　等　防　止

薬学および治療学

病理学，臨床医学

外科学，眼科学
産　婦　人　科　学

30

1

3

1

1

4

8

1

1

4

1

3

4

4

1

25

4

1

1

1

1

1

2

6

2

1

3

23

1

1

1

1

1

4

1

1

1

小 計 50 17 30 3 3 12 34 1

農　　業　　一　　般

農作物の病災害
畜　　　産　　　業

5

1

3

2

1

3

2 1 1

1

4

3

小 計 9 6 2 1 1 1 7

計 95 45 39 10 1 11 18 65 1

の多くが，物理学，化学の分野では即座に，諸外国にも

伝達されうるのにくらべて，医学の分野では，大部分が

国内に流通するのみであることを明らかにしている。言

いかえれば，わが国の医学情報メディアに「早さ」が要

求されるとしても，それは国内に対する情報流通の側面

の問題にすぎないと言える。なぜなら，医学分野には，

より最新の研究成果を国外に伝えるような雑誌は，ほと

んど存在していないからである。

　さらに，95誌について，創刊年の集計を行なった（第

6図）。この図に示されているように，2／3以上の欧文誌

は，1945年から1960年の間に創刊されている。それ以前

では1920年から1925年の頃にピークがある。いずれも世

界大戦の終った後であり，科学史で取りあつかわれるべ

き，わが国の科学の国際化現象と，おそらく，関連を見

出すことができよう。特に，1945年以降の創刊誌数の指

数関数的増大は，一時的なものであって，現在，ペース

が落ちているのは，一般の学術雑誌数が，依然として，

指数的増加傾向を見せているのに比して異常とも言え，

なぜ増加しないのかといった観点から検討する必要があ

ろう。
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　B．欧文誌評価の基準の設定

　先に述べたように，ここでは，雑誌評価の第1の基準

を引用頻度によることとする。しかし，単純な引用頻度

の比較では，多様な特性をもつ学術雑誌の評価には不十

分と考え，次のような方法で，いくつかの指標を選択し

て，総合的な評価を試みた。

　学術雑誌を比較するための項目を列挙すると，

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

などがある。引用頻度については，

に，影響度，

　列挙した項目の中で，

を収集するのが因難である項目をまず除外した。配布

数，レフェリー制の有無，論文受付から掲載までゐタイ

ム・ラグの3項目である。

　次に，他の項目の有効性を調べるためにサンプルデー

タをもとに，引用頻度数との単純相関係数を算出した。

　サンプル・データとして用いたのはSαのわが国の収

録翠雲のうち，全項目について，欠けた値のないもの69

誌のデータである。各項目および引用頻度については，

以下のデータを使用した。

1．引用頻度

　　JCRのJournal　Ra：　kin．　g　Package中の総引用頻度

2．刊行頻度

　　CASSIにもとづき調査し，年刊を1，季刊を4，隔

　　月刊を6，月刊を12とした。

3．　被収録二次資料数

　　CA，　BA，　Ei，　IM，　S・4（INSPEC）の各二次資料へ

　　の収録状況を調査した。CA，　B　4，　Eiについては，

　　CA　SSIにより，　IM，SAは収録誌リストを調査した。

4．所蔵（受入）図書館数

　　全世界にわたる所蔵館数の調査には，他に適当な資

　　料がないため，CASS1に掲載されている，所蔵状

　　況を用いた。米国を含む所蔵館数と，米国を含まな

　　い所蔵館数の二種を用いた。なお，CASSIの所蔵

　　表示のうち，現在購入中の所蔵館（全巻所蔵館を

　　ふくむ）をとり，購入を行なっていないものは省い

引用頻度

刊行頻度

被収録二次資料数

配布数

所蔵（受入）図書館数

レフェリー制の有無

論文受付から掲載までのタイム・ラグ

創刊年

　　　　　　　　　　　　　単純引用頻度のほか

　　　即時性指標，同誌引用琴唄が考えられる。

　　　　　　　　各雑誌について，均質なデータ

　　た。

5．創刊年

　　CA　SS∫による。

　こうして得たデータと，

た結果は，

刊行頻度

被収録二次資料数

所蔵（受入）図書館数

　　　　米国をふくむ

　　　　米国を除外

創刊年

総引用頻度の単純相関をとつ

相関係数

O．　360

0．　062

O．　532

0．　554

0．　094

となった。すなわち，学術雑誌が，多くの二次資料に収

録され，古い歴史をもっていたとしても，その雑誌の利

用（引用）とは，あまり関連がないと言えそうである。

　この結果から，所蔵（受入）図書館数をまず，指標の

ひとつとして取り上げることにし，次に，刊行頻度にか

一わるものとして，年間の掲載論文数を用いることとし

た。掲載論文数の指標としての有効性は，総引用頻度

とe一，即時性指標の間に，強い相関がみられることから
も，’

ﾔ接的に立証しうる。

　C．欧文誌の比較と評価

　先にあげた，季刊，隔月刊，月刊の欧文誌のうち，

JCRに収載されている39誌について各項目をリストした

のが，第7表である。引用頻度，影響度，即時性指標，

1974年掲載論文数は，fCRのJournal　Ranking　Pac－

kageにより，同誌引用率は，同じく，　Citing　Jourmal

Packageをもとに算出した。その他のデータは，　CASSI

から得たが，所蔵機関数は，CASS1が収載している，

米国328機関，他の27力国，72機関，計28力国，400機

関の所蔵表示のうち，米国以外の72機関と，米国のワシ

ントン特別区に存在する下記の8機関，

　Departmen－t　of　the　Army　Library

　National　Bureau　of　Standard　Library

　Science　Library－Reiss　Building，　Georgetown　Uni－

　　versity－

　Library　of　Congress

　National　Agricultural　Library

　National　Academy　of　Sciences　Library

National　library　of　Medicine

　U．　S．　Patent　Office

すなわち28西国，80機関の所蔵（受入）状況にもとつい
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引用分析にもとつく欧文誌の評価

ている。

　第7表のうち，総引用頻度，影響度，即時性指標，掲

載論文数につきノCR収録，約2，400誌のうち，上位1，000

位以内に位置する雑誌に＊印を，100位以内のものに＊＊

印を付した。

　4項目全てについて，世界の学術雑誌の中で，1，000

位以内にある欧文誌は7誌であり（第8表）。これらは，

わが国の代表的な学術雑誌といえる。

　　　　第8表評価にもとつく代表的欧文誌

3位　ノBiochem〔生物科学〕

4位Chem　Pharm　Bull〔薬学〕

5位　ノ：加ノ’Med　Sci　Biol〔医学〕

分　　野

物理学

化　　学

生物科学

薬　　学

農　　讐

敵 名

J　Phys　Soc　Jpn

Prog　Theor　Phys

Bull　Chem　Soc　Jpn

J　Biochem

Chem　Pharm　Bull

J　Antibiot

Agr　Biol　Chem

発　行　機　関

日本物理学会

基礎物理学研究所
理論物理学刊行会

日本化学会

日本生化学会

日本薬学会

日本抗生物質学術

協議会

日本農芸化学会

　さらに，総引用頻度からみると，」　Phys　Soc　JPnと

Ball　Chem　Socノ勿は，100位以内に入っており，掲載

論文数（1974年）では，ノ：勿ノAPPI　Phys（応用物理学

欧文誌刊行会），Bzall　Chem　Soc　JPnの2誌が，100位以

内にある。

　各評価項目の上位5誌は，次の通りである。

1．　総引用頻度

　1位Bull　Chem　Soc　JPn〔化学〕

4．所蔵機関数

　1位ノ：bnノ’・4PPI　Phys〔物理学〕

　2位Prog：Tkeor　Phys〔物理学〕

　3位　1Biochem〔生物科学〕

　4位Chen　Phαrm　Bull〔i薬学〕

　5位Bull　Chem　Soc　Jpm〔化学〕

JPhys　Soc　Jpm〔物理学〕

∫Biochem〔生物科学〕

Prog　Theor　Phys〔物理学〕

Chem　Pharm　Bull〔薬学〕

O．　554

0．　525

0．　481

2位

3位

4位

5位

2．影響度

　1位1・4ntibiol〔薬学〕

　2位JBiochem〔生物科学〕

　3位Prog　Theor　Phys〔物理学〕

　4位Plant　Cell　Physiol〔植物学〕

　5位　∫Phys　Soc　JPn〔物理学〕

3．　即時性指標

　1位　Pr　09　Theor　Phys〔物理学〕

　2位　ノ・4ntibiot〔薬学〕

39

38

37

34

32

　全体的に，物理学の2誌，特にProg　Theor．Physと

JBiochemが，高位に位置している。

D・欧文誌と外国雑誌との比較

　欧文誌が占める，国際的な位置を明らかにするため

に，各分野別に，同じ評価項目を用いて，各国の代表誌

との比較を行なった。

分野としては，数学，物理学，化学，医学，農学を選

びジ各分野の国別の代表誌を次のような方法で選んだ。

1．数学

　SCIの主題別雑誌リストの「数学」に分類されている

雑誌について，ノCRを調査し，必要な評価基準に関す

るデータを得た。各国毎に，総引用頻度の最も高い雑誌

を代表誌とした。

2．物理学

　数学と同じ方法による。

　　　　　3．化学

　　　　　　Sαの主題別雑誌リストの「化学」に分類されている

　　　　　雑誌，およびKielmann，　E．の調査25）にもとつく重要雑

　　　　　誌について，JCRを調査し，必要な評価基準に関するデ

　　　　　ータを得た。各国毎に，総引用頻度の最も高い雑誌を代

　　　　　表意とした。

2．　041

1，715　　4．　医学

1，421　　　SCIの主題別雑誌リストの「医学」に分類されている

1，　164　　雑誌，およびSengmpta，五Nの調査26）にもとつく重要

1，132　　i雑誌について，JC1～を調査し，必要な評価基準に関する

　　　　　データを得た。各国毎に，総引用頻度の最も高い雑誌を

　　　　　代表誌とした。

O．　685

0．574　　5．農…学（および食品工学）
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数学と同じ方法による。

Library　and　lnformation　Science　No．　14　1976

　　　　　　　　　　　　　誌の分布を調べ，各ゾーン内が，均等になるように，境

　　　　　　　　　　　　　界値を定めた。なお，数学に関しては，CASSIによっ

　以上をもとにして，分野別の各国の代表誌欧文誌につ

いて

　1．影響度

　2．　即時性指標

　3．所蔵機関数（「数学」を除く）

　4．掲載論文数（1974年）

の項目を基準として，比較を行なった。図表化して，そ

の位置づけを明らかにするために，Jグラフによって不

した。なお，各項目のゾーンの分割は，JCR収録約2，400

て，所蔵機関数を調査し得ないため，1974年からの1972

年，1972年の引用頻度総計によって代用している。

　この結果としてのグラフを，分野別に掲げる。　（第7

図～第11図）

　数学に関しては，わが国の欧文誌誌はいずれもDゾt一・・一

ンに属している。数学の欧文誌数は多く，原著雑誌数に

対する，その割合も極めて高いにもかかわらず，個々の

欧文誌の引用頻度は，欧米の国々に比して低い。

　物理学では，先にあげた，Prog　Theor　Phys誌が，
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第7図　各国主要誌の比較（数学）
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　　　　第8図　各国主要誌の比較（物理学）

B　　　　　　C　　　　　　D

所蔵機関数（CAS＄1）

Prog　Thys
J　Phys　Soc　Jpn

Jpn　J　Appl　Phys

Aust　J　Phys

Acta　Phys　Austrica　A
J　Chim　Phys　Phys　Chim　Biol

Z　Phys
Acta　Phys　Acad　Sci　Hung
Indian　J　Phys

Nuovo　Cimete
Nucl　Phys　A

Rev　Roum　Phys
An　Fisica
Acta　Polythech　Phys　lncl
Nucleon　Ser
Commu．n　Math　Phys
Philos　Mag
Zh　Eksp　Teor　Fiz

Phys　Rev　Lett
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引用分析にもとつく欧文誌の評価

英国，オランダ，西独，スイスおよび米国の物理学関係

の雑誌とともに，Aゾーンに属している。他の2誌もB

ゾーンの中にあり，いずれも，平均水準以上の雑誌であ

ることを示している。

　化学については，少数の例をとり上げたが，わが国の

3誌は，いずれもBゾーンに属し，ノBiochemが，最も

Aゾーンに近い。このグラフでは，省略されているが，

Aゾーンには，多数の米国，英国の化学関係の雑誌がふ

くまれている。

　医学では，英国のLancetがトップであり，次に，米

国の2誌が続いている。わが国では，f　Anlibiolが，高

い位置にあるが，狭い範囲で考えた「医学」の専門誌と

よべる雑誌は，Cゾーン以下であり，他の国々に対し，

かなり低い位置にある。

　農学では，わが国のAgr　Biol　Chemが，他の国々と

比べて，高い位置にある。

　さらに，同様の方法を，より小さな専門分野に適用し

た例として，「がん」専門誌を比較した。（第12図）「が

ん」専門誌の選択は，Sαの主題別雑誌リストに従って

いる。興味深いことに，米国には，4種のAゾーンに属

する雑誌があり，Bゾーーンは，英国が占め，日本は，　C

ゾーンに属し，欧州の他の国々の雑誌は，Dゾーンに位
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K・このグラフでは化学分野とみました。

　　　第9図　各国主要誌の比較（化学）
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第10図・各国主要誌の比較（医学）
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第9表総引用頻度にもとつく専門分野別の各国の寄与率

順位

1

2

3

4

5

数学（104誌）

発行国　　寄与率

　　　　　　　　90
米国（37）56．5

英i　国（17）14．8

西　独（14）13．9

フランス（7）　3．5

葬　（2）1．6

6位　　　日本（4）1．1以下

物理学　（141誌）

発行国　寄与率

　　　　　　　　90
米国（39）56．3

オランダ（15）15．1

英国（30）10．3

西　　独（9）4．0

日　　本（5）3．6

化学（152誌）

発行国　　寄与率

　　　　　　　　90
米国（37）52．9

英国（21）14．4

オランダ（8）10．1

西　独（15）6。0

ソ　　　　連　（14）　　3．7

日 本（7）2．8

医　学　（301誌）

発行国　　寄与率

　　　　　　　　90
米国（147）67．7

英　国（53）19．3

西独（22）3．1

スイス（16）2，0

葬工一（1・）1．9

日 本（5）0．2

農学他（89誌）

発行国　　寄与率

　　　　　　　　90
米国（37）64．4

英　国（20）18．7

日本（2）6．1

オランダ（5）　3．3

オt・・一・一スト

　　　　（5）　3．2
ラリア

注：国名のあとの（）内は発行誌数

平するというように，明確な階層を持っている。

　以上は，雑誌単位での比較であるが，最後に，個々の

学術雑誌を，発行国レベルにまとめて，比較を行なう。

　：E．分野別の総引用頻度における，わが国の雑誌の寄

　　　与率

　わが国の研究水準についての間接的な指標として，各

分野別に，その分野にふくまれる雑誌の総引用頻度を総

計し，これに対する各国別の総引用頻度を，寄与率と考

えて比較を行なった。

　たとえば，物理学の総引用誌度総計は，141誌の総引

用頻度を合計した，393，017件となるが，米国は，この

中の39誌を占め，総引用頻度の合計は，221，287件とな

る。この場合，米国の物理学に関する寄与率は，

　　　　　　221，287
　　　　　　　　　　×　100　＝＝　56．　3
　　　　　　393，　017

とみなす。

　このようにして得た結果を，第13図に示す。各分野に

おける順位は，第9表に掲げた。なお，この分析では，

わが国の雑誌には，欧文誌のみではなく，一部の和文

誌，和欧併載誌を含めて扱っている。

　全ての分野について，米国が，50．0％以上を示してお

り，特に，医学においては，極めて寄与率が高い。物理s

学において，オランダの寄与率が高いのは，いくつかの

国際誌が，オランダの出版社から刊行されているためで

ある。農学分野で，わが国の寄与率が高いのは，農学全

体の総引用頻度総計が低い一方，わが国のAgr　Bio／

Chem誌の総引用頻度が高いことによっている。

V．おわりに

　わが国の学術雑誌の質的な評価を通して，研究水準を

間接的に知るために，引用頻度を利用して，欧文誌の評

価と，外国誌との比較を行なった。

　その結果は，以下のように要約しうる。

A．欧文誌評価の意義

　わが国の科学研究の発表媒体と、しては，主として，国

内への情報伝達手段となっている和文誌と，国外の読者

をも想定している欧文誌とがある。当然，和文誌は，国

内の読者のみを想定しているわけではなく，研究発表媒

体として，全く通常のものである。しかしながら，引用

による評価を正当なものと考え，ISIの収録誌選定方針

を妥当とするならば，わが国の和文誌と欧文誌の間に

は，明確な差違がみられる。1975年のSC1には，83の日

本の学術雑誌がふくまれている。JCRに頻度の記載のな

い6誌を除く77誌のうち，53誌は欧文誌であって，総引

用…頻度の一誌当りの平均は，858．6件である。一方，和

文誌は，わずかに「分析化学」，「生化学」，，「日本化学

会誌」，「日本農芸化学会誌」，「有機合成化学協会誌」

の5誌で，平均総引用頻度は，370．2であって，しかも，

日本の雑誌からの参照が多く，たとえば，「生化学」の

総引用頻度124のうち，50は，欧文誌」　Biochemによる

参照であり，その他のわが国の欧文誌からの参照をふく

めると，50％以上を占めることになる。なお，残りの19

誌は，和欧併載誌であり，・平均総引用…頻度は，265．9件

と和文誌よりも少ない。

　このように，国外の研究者の論文において参照される
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わが国の文献の大部分は，欧文，特に英語で書かれたも

のであって，日本語による論文は，極めて利用されにく

い状況にある。従って，国境をこえた普遍性をもって行

なわれている科学研究の発表媒体としての学術雑誌を評

価するためには，わが国の場合は，主として欧文誌を対

象とせざるを得ない。

　こうした，言語上の障壁による，情報伝達の二重構造

は，科学研究の内容にまで影響を及ぼし，たとえば，国

内でのみ通用する研究が，多数存在しうる。

　また，これは，わが国個有の現象ではなく，ロシア語

は，日本語と同じような問題をもっており，C・4の統計

によれば，フランス語論文，あるいは，ドイツ語論文で

さえも，収録論文全体に占める割合は低下しつつある。

B・欧文誌数の測定

　国立国会図書館編の「逐刊物目録」によれば，1973年

末現在，自然科学，医学，農学分野の，わが国の逐次刊

行物の総数は，4，025誌であり，その45．5％である1，833

誌が，原著雑誌である。欧文誌は，270誌で，これは，

逐次刊行物全体の6．7％で，原著雑誌i数14．7％である。

自然科学分野では，原著雑誌数に占める欧文誌の比率が

高く（30．1％），農学分野では低い（4．2％）。欧文誌の中

で，比較的，即時性にすぐれていると思われる，刊行頻

度が，季刊，隔月刊，月刊であるものは，95誌であり，

医学分野を除く大部分は，学会から刊行されている。医

学分野では，大学の欧文誌紀要が，多数刊行されている

が，引用頻度は低い。

C・評価基準と評価結果

　学術雑誌の評価基準として，引用頻度を用いた。JCR

の利用により，個々の雑誌の，ISIの収録論文からの総

引用頻度が得られ，これを，その雑誌の利用に関する尺

度，あるいは重要度の評価点数として用いることができ

る。

　総引用頻度をもとに，影響度，即時性指標のふたつの

指標が導かれ，総引用頻度との相関の見られる，掲載論

文数（声聞），所蔵機関数のふたつの基準を加えた，4指

標を評価の基準とした。

　この指標により，評価した結果，国外においても，一一

応の評価を与えられている，わが国の欧文誌，7誌を選

び出した。その分野別内訳は，物理学2誌，化学1誌，

生物科学（生化学）1誌，薬学2誌，農学（農芸化学）

1誌であり，いずれの分野でも，わが国を代表する単一

の学会が存在し，和文誌，欧文誌の両方を刊行し，主要

な原著論文は欧文誌に掲載する慣習が確立している。

C・欧文誌と外国雑誌の分野別の比較

　以上の分析では，分野別の参照，引用傾向の相違を考

慮していないので，引用頻度の多い化生学分野は，多

少，有利になりがちである。そこで，次に各分野別に，

わが国の欧文誌と，各国の代表的な専門誌の比較の図示

を試みた。このグラフにより，上記の4指標にもとつく

わが国の欧文誌の，相対的な位置を知ることができる。

原著雑誌数に対する欧文誌の比率の最も高い数学分野で

は，個々のわが国の欧文誌の位置は高くない。物理学，

化学分野では，高い位置にある。医学分野では，医学の

専門誌とは言いきれない，J　Antibiotを除くと，かなり

低いランクである。農学分野ではAgr　Biol　Chemが，

極めて高い位置にある。

　雑誌を主題によって分類することは，実際的には困難

であり，この結果も，雑誌の分野別分類の因難さを示唆

している。

　最後に，わが国の研究水準を間接的に評価する試みの

ひとつとして，分野別に，数百の雑誌を選び，その総引

用頻度の統計を求め，国別に分類した雑誌の総引用頻度

の比率を寄与率として算出した。この結果，物理学は

3．6％，化学は2．8％となるが，医学は，極めて低い。

　なお，本稿は，欧文誌を主体とした分析であり，わが

国の研究者の国外の専門誌への投稿，国外に居住する，

日本人の研究者の研究発表方法等については，考慮して

いない。たとえば，慶応義塾大学医学部年報27）によると

1974，1974年度の2年間に，基礎，臨床をふくめ，239

編の欧文論文が発表されているが，わが国の欧文誌に投

稿されたのは，81編にすぎず，残りの158編（66．1％）は，

国外の専門誌に発表されている。従って，この場合で

は，欧文誌のみの調査では，研究発表の％しか判明しな

いことになる。

　こうした，研究者個人のレベルの調査を行なうには，

1SIのデータベースのファイルを対象とする必要があろ

う。

　最後に，本稿の調査資料として用いたJCRの利用につ

いて，便宜をはかっていただいた防衛医科大学図書館の

沢井清氏に深謝いたします。
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